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それに対して、 談話 ・ テクスト主題とは、 ある事象を叙述している事象叙述文に現れる主
題のことで、「太郎は笑った」がこれに当たる。談話・テクスト主題では、 文外部からのな
んらかの要硝によって派生的に 「ハ」とマ ークされるものであって、 こうした 「ハ」のこと
を「主題化」と呼んでいる。
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概略示すと、 次のように穂められる。
「文内主題」： 属性叙述文。 例「太郎は侵しい」
「談話・テクスト主題J : 事象叙述文。 例「太郎は笑った」
















④ 読み手に先が見通せず、 最後がどのように結ばれるこ とになるのかわからない











き、 こ の事象叙述文 における 「ハ」の様相を見ることが肝要と思われる。
次節では、 この事象叙述文に現れる、 談話・テクス・ト主題を取り上げて観察する。
3 談話・テクスト主題




(3.3) シャント旦「必ず明日飲まうず。もしまた飲み損ずるにおいて は、 一家の財宝をこ
とごとく賄賂に進ぜうず」 と言へば、
(3.4) 相手上その分約束して、 互い に現を取り換いた。 (417)
飛初の文 (3.1)では、主語である「シャント」が無助詞の形になっているわけであるが、（3.2)
では「その人の曾ふ は」と 「ハ」で主題化されている。続いて〈3.3)では「シャントは」と「ハ」
でマ ークされ、 その次の (3.4)での動作主は「相手も」 のように 「モ」という取り立て助
詞が用いられている。動作主に注目して 、 概略、 図にすると 次のようになる。（無助詞は●
で示す ）
(4)シャントく●＞、 ～その人の言ふくは＞。 ～シャントくは＞、 ～相手くも＞
つまり、「その人の言ふ」という「ハ」でマ ークされた形を受ける 形で、主俎化された「シ
ャントは」があり、同様に「相手も」があると考えられる。 こうした事梢は、「言うは」「思うは」
といった埋め込み 文になっている「（ガ、 ノ、 無助詞） ＋ハ」 の形 に顕署に現れる。特徴的
と思われる 一巡の文章の箇所を次に抜枠してみる。
(5.1) その時、 エソボ●かの2 人の言いやうを大きに あざけったところで、
(5.2) シャントエソボに問わるる旦、「そちはなんとしたものぞ」。


























いくかということ自体は、 おおよそ恣意的なことであると考えられる。 ただ、 文章を横成し
ていくうえで何らかの傾向なりがあって、 それによって区別がなされていることは上の例か
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ら見て取れると思われる。
すなわち、 主題化している部分では両方を主題化し、 そうでない部分においては両方とも
「ハ」でマ ー クをしない無主題の形になっている。 どちらか一方に「ハ」を用いているわけ
．ではない。 主題化してある部分では、 シャントとエソポの2人の登場人物を取り上げ、 会話
のやりとりを対比させて描いているのである。
次に以下のような例を挙げてみる。
(6.1)そこで、 エソポ●シャントに言ふ旦、「善うこそ先は申しだれ、 御梵ぜられい、 犬
は爽てまじいけれども、 上さまは棄てさせられてこの分でござる」と首うたれども、















































まず(10.l)の冒頭にある 「そのとき」である。 こうした、 時を表す表現が改めて登場し
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ていることがまず注目される。 ここはシャントとエソポが会話をしているという事実は明ら



































ド(1993) がある。 そこでは「ステージング（上場化）ストラテジ ー」という概念を用いて「ハ」
の使用を見ている。 例えを用いて、「ハ」でマ ークされた勁作主体に対しては絶えずスポット ・
ライトが当たる様子を表しているとし、 その人物を中心としてテキストに結束性を持たせてい
るのだとする。 そうでない「ガ」でマークされた人物の事象は出来事の進行を中心に描かれて
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